































論 文 審 査 委 員 教授 谷本 光音 教授 西崎 和則 准教授 松浦 栄吹










論 文 審 査 結 果 の 要 冒
本研究は房桃を除く限局性口腔原発びまん性大細胞型 B細胞リンパ腫 21例を対象に､
免疫組織化学的ならびに臨床痛理学的特徴について解析 した結果､17例(81%)が
n.A-GCBタイプを示し､これまでの報告とは異なりその予後は良好であることを見出し
ている｡
以上の結果は､リンパ腫の亜型分類と予後の関連において重要な知見であり､また予後
と細胞表現形質の関連性に関する貴重な業績である｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
